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行政法の争点

旧「争点」シリーズ〔第 3版〕（2004 年）の刊行から 10年。学説や判例，立法をめぐり，
行政法をとりまく状況も大きく様変わりしました。そうした動きに対応すべく，「新・法律
学の争点シリーズ」第 8弾として本書ができました。本書の注目のポイントをひとつ申しま

すと，本年成立した改正行政不服審査法にも対応していることでしょうか。大きな転換を遂げた行審法
の全体像を本書でご確認いただければと思います。そのほかにも，行政手続法，地方自治法，国家公務
員法など，重要な法改正をカバーしております。
　今回の法改正についての動向をコンパクトにまとめた書籍はまだ多くはないなか，法令集などでのア
クセスのみにとどまっている読者の方が多数だと思いますが，本書で行政法のダイナミズムの一端をあ
じわう価値は十分にあります！　また，お手持ちの教科書や判例集とも読み比べて，従来の制度との違
いをとらえながら，日頃の学習にご活用いただければ幸いです。（F）
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改正行審法をはじめ，重要な法改正に対応！


